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AI vs. パワポ職人、その行方は？  

～自動図解生成が終わらせる「スライド地獄」～ 

 ライフデザイン研究部 主席研究員/テクノロジーリサーチャー 柏村 祐 

 

1.プレゼンテーションの本質を歪めるツールの支配 

情報伝達の本質は「内容」と「表現」の融合にある。しかし現代のビジネス環境で

は、この本質が見失われつつある。その主な要因の 1 つが、プレゼンテーションソフ

トウェアの普及と、それに伴う「スライド思考」の蔓延である。イェール大学名誉教

授エドワード・タフテが「PowerPoint の認知スタイル」と呼んだこの現象は、単なる

業務効率の問題ではなく、私たちの思考様式そのものを変容させている。 

タフテ教授は「パワーポイントは、統計分析をほぼ常に破壊し、口頭および空間的

推論を弱める」と指摘する（注 1）。プレゼンテーションソフトウェアの本来の目的

は情報伝達の効率化だったが、実際には「箇条書き階層」「低解像度のビジュアル」

「シーケンシャルな情報表示」という制約により、複雑な情報や概念が単純化され、

時に歪められる事態が生じている。 

日本を含む世界中の企業では、こうした「スライド文化」が日常業務に深く根付い

ている。単なる会議資料の作成ツールを超えて、文書作成、情報共有、意思決定の基

盤となっているのである。しかし、この状況には深刻な問題がある。第一に、プレゼ

ンテーションソフトウェアの表現形式（箇条書き、階層構造、限られた文字数）に合

わせて情報を切り刻むことで、複雑な現実や因果関係の理解が損なわれる。第二に、

スライド作成に膨大な時間が費やされ、本来なら創造的思考や戦略立案に向けられる

べき知的リソースが浪費されている。 

特に管理職層では、プレゼンテーション資料作成の負担は顕著である。ビジネス現

場の実感として、中間管理職以上の多くは業務時間のかなりの部分をプレゼンテーシ

ョン資料作成に費やしており、その多くは情報の本質的価値を高めるというより、見

た目の装飾や組織内の承認を得るための調整作業に費やされている。これは知識労働

者の創造的能力の深刻な浪費である。 

本レポートでは、こうした「スライド地獄」からの脱出を可能にする技術革新とし

て、大規模言語モデル（LLM）を活用した AI の自動図解生成技術に注目し、その実験

結果と組織変革の可能性について論じる。 

 

2.AI 図解技術がもたらす情報伝達の革新 

「スライド地獄」からの脱出を可能にする技術革新として注目されるのが、大規模

言語モデル(LLM)を活用した AI の自動図解生成技術である。AI に対して詳細な指示を
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与える「特殊な指示文」を用いることで、複雑な文書を読み解き、その本質を視覚的

に再構成することが可能になっている。 

この技術の核心は、「情報の構造化」と「視覚的表現の最適化」を同時に実現する

点にある。AI は文書を読み込む際、単に単語や文を処理するだけでなく、概念間の関

係性、論理構造、重要度の階層など、人間の専門家が行うような複雑な情報分析を実

行する。さらに、分析された情報を最も効果的に伝えるための視覚的表現方法（図表、

チャート、関係図など）を選択し、一貫性のある図解として再構成する。 

この技術の有効性を検証するため、筆者は、AI に具体的な視覚表現を指示する「グ

ラフィックレコーディング風インフォグラフィック変換プロンプト」と呼ばれる特殊

な指示文を用いて実験を行った。この指示文には、カラースキーム、タイポグラフィ、

レイアウト、視覚的要素(矢印、枠線、アイコンなど)に関する詳細な指定が含まれて

おり、AI が専門的なデザイン知識を活用して図解を生成するよう促している。 

実験では、拙稿の「AI は『人類最後の試験』を突破できるのか？」と「トランプ流

政府効率化『DOGE』の正体」という 2 つのレポート（各 4,000 字程度）を素材として

用いた。これらは抽象的概念や複雑な因果関係を多く含む高度な専門文書である。 

第 1 のレポート「AI は『人類最後の試験』を突破できるのか？」について、AI はレ

ポートの内容を「知の限界に挑む AI」「人類最後の試験とは何か」「AI との協調、そ

して人が磨くべき能力」「AI と人間の知的共進化」という主要セクションに分類し、

色分けによって視覚的に区別した（図表 1）。特に「AI 時代に人間が磨くべき 4 つの

能力」は、AI の強みと人間の本質的価値を対比させる形で視覚化されており、創造性、

倫理観、共感性、問いを立てる力という抽象的な概念が具体例とともに図解されてい

る。AI が HLE で示した精度と自信過剰さの指標もグラフ形式で表現されており、デー

タの視覚化も効果的に行われている。 
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図表 1 AI による「人類最後の試験（HLE）」レポートの図解化 

 
資料：v0 より筆者作成 

 

第 2 のレポート「トランプ流政府効率化『DOGE』の正体」を AI が図解にしたもの

は、複雑な政治分析が構造化されて表現されている（図表 2）。DOGE の 3 つの柱（歳

出削減、人員、規制）が視覚的に整理され、それぞれがどのように権力集中戦略とし

て機能するかが矢印や関係線で表現されている。特に「違憲性指数 18.5」というデー

タは円グラフで強調され、DOGE ウェブサイトから抽出された具体的な数値データ（歳

出削減ランキングなど）も視覚化されている。トランプ政権の真の目的（行政府にお

ける権力の中央集権化、政府の役割の縮小、大統領府の権力の一極集中）も明確に図

解されており、複雑な政治分析が一目で理解できる形に変換されている。 
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図表 2 DOGE（政府効率化省）の実態と権力集中戦略の視覚化 
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資料：v0 より筆者作成 

 

実験の結果は驚くべきものだった。AI は両レポートの本質を正確に捉え、情報の階

層構造や概念間の関係性を明確化した図解を生成した。最も注目すべき点は処理速度

である。AI はこれらの複雑な文書を読み込み、わずか 30 秒程度で質の高い図解を生

成した。これは人間の専門家が同等の図解を作成するのに必要とする数時間と比較し

て、劇的な効率化を実現している。さらに、生成された図解は単なる内容の要約では

なく、情報の再構造化と視覚化を通じて、文書理解を促進する「知的道具」として機

能している。 

 

3.AIネイティブな情報環境への進化と真の生産性向上 

この技術がもたらす可能性は単なる業務効率化を超える。それは「情報をどう構造
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化し、伝達するか」という根本的な問いに関わる変革である。 

従来のプレゼンテーションプロセスでは、情報の作成者が「スライド」という限定

的な表現形式に内容を合わせる必要があった。これは本末転倒であり、表現方法が内

容を規定するという逆転現象を生み出していた。これに対し、AI図解技術は「内容の

本質に最適な表現方法を自動的に生成する」という本来あるべきプレゼンテーション

作成プロセスへの回帰をもたらす。情報の作成者は内容の質にのみ集中し、その表現

方法はAIが最適化するという新たな情報創造プロセスが実現するのである。 

実践的な視点からは、この技術の導入は段階的に進められるべきである。第一段階

として、社内会議や情報共有の場面でAI図解を導入することが考えられる。会議の準

備段階で、議題に関連する文書や報告書をAIが自動的に図解化し、参加者が事前に内

容を把握できるようにする。これにより、会議時間は「資料の説明」ではなく「内容

に関する議論と意思決定」に充てられるようになる。 

AI図解を活用した会議は、「資料を作るための会議」から「思考と議論のための会

議」へと質的転換を遂げるだろう（図表 3）。 

 

図表 3 パワーポイント文化から AI ネイティブな組織への進化 

 
資料：筆者作成 
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次の段階として、対外的なコミュニケーションにもこの技術を応用することが可能

である。たとえば、顧客向けプレゼンテーションや投資家向け説明資料の作成におい

て、専門家が作成した内容をAIが視覚化することで、メッセージの明確さと訴求力を

高めることができる。特に、複雑な概念や数値データを伝える場面では、適切な視覚

化が理解度と説得力を大幅に向上させる。 

最終的には、組織全体が「AIネイティブな情報環境」へと進化することが理想であ

る。AIネイティブとは、AIを自然に活用できる環境や思考様式をもつことであり、

「AIネイティブな情報環境」は、あらゆる文書や情報が自動的に構造化・視覚化さ

れ、検索可能なナレッジベースとして蓄積されるエコシステムを意味する。この環境

では、情報の作成者は内容の質のみに集中し、その表現や伝達方法はAIが最適化す

る。これにより、組織内の情報流通が活性化し、知識労働の生産性が飛躍的に向上す

る可能性がある。 

AIによる図解自動生成技術の本質的価値は、「スライド作成時間の削減」といった

表面的な効率化ではない。その真の価値は、「人間の思考を解放し、情報伝達の本質

を回復する」点にある。タフテ教授が批判したように、パワーポイント的思考様式は

私たちの認知能力を制限し、複雑な現実の理解を妨げてきた。AI図解技術は、こうし

た制約から私たちを解放し、より豊かで多層的な情報伝達を可能にする。 

これは単なるツールの置き換えではなく、情報創造と伝達の根本的なパラダイムシ

フトである。「スライドに合わせて思考する」のではなく、「思考の本質に合わせて

表現を最適化する」という本来あるべき関係性を回復することこそ、この技術革新の

核心なのである。 

AI技術の発展により、私たちは「スライド地獄」から解放される可能性を手にして

いる。しかし重要なのは、単に作業時間を削減することではなく、解放された時間と

知的リソースを何に投資するかである。真に重要なのは、プレゼンテーションの手段

ではなく、伝えるべきメッセージの質と、それを受け取る人々との深い対話である。

AI図解技術は、私たちをツールの奴隷から解放し、より創造的で人間的なコミュニケ

ーションの可能性を開くものとなるだろう。 

 

【注釈】 

1) https://www.ed.ac.uk/より 

https://www.inf.ed.ac.uk/teaching/courses/pi/2016_2017/phil/tufte-powerpoin

t.pdf 


